
温度プロファイリングの実行

DATAPAQ 部品番号 MA6037A – 第 1a 期 – Jp

クイックリファレンスガイド
Datapaq TP3	 及び 

1 ロガーリセット
リセットによってロガーメモリを
クリアし新しいデータを受信できま

す。注意：下記の場合にはリセットする必要はありま
せん。
•• 以前単一実行モードを選択した上に、今同じ収集パラメータ
を使用したい、又は
•• 以前複数実行モードを選択してから九回以下の実行を行なっ
てきました。

ロガーをパソコンに接続しInsight
でロガーをリセットします。

[OK]をクリックしてから、パソコンからロガーを外します。

データ収
集
•• 製品又はテストピースにプローブを接

続します。
•• システムをプロセスに通し出口で回収します。

警告
耐熱手袋を着用すること。

•• 耐熱ケースからロガーを取り出し冷却させま
す。
•• ストップボタンを押します。

複数実行モードでは、ステップ2～4を繰り返し
最多10回の実行を行ないます。
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データダウンロード 
•• ロガーをパソコンに接続しダウ

ンロードを選択します。
•• プロセスファイルを使用している場合には、
プロンプトさ
れた時に一つ
を選択しま
す。
•• 温度プロファ
イルを表示し

データを
保存しま
す。
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データ記録の開始時
間（例えば温度が指定
レベルに上昇した時）
を選択します 
記録の停止時間を制
御するには、[アドバン
スト]をクリックします

サンプリング間隔を
選択します

クリックし未使用のプ
ローブをディセレクト
します

[アドバンスト]をクリックし複数実行（ダウンロード前に10回までの実行からデー
タを収集）とマルチイベント（実行の様々な段階に応じて様々なサンプリング間
隔とトリガモードを使用）をセットアップします。ロガーのユーザマニュアルを参
照してください

バッテリステータスを
チェックします

緑： OK

黄： 注意

赤：	バッテリ充電/
交換

記録開始
•• ロガーに熱電対を接

続します。
•• スタートボタンでデータ記
録を開始する場合、今それ
を押します。すると、緑LED
は継続的に点滅しデータ
記録中を確認します。

システム組立て
•• 耐熱ケースにロガーとヒートシンクを入

れます。
•• 耐熱ケース蓋を
取り付けすべて
のキャッチを締
め付けます。
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レポート
を印刷し
ます。

これらの手順の詳細については、Datapaq TP3ユーザマニュ
アルとInsightのヘルプシステムを参照してください。

Insight™ソフトウェアのインストール
1.	 管理者モードで

Windowsにログイ
ンしていることを確
保します。

2.	 Insight DVDをドラ
イブに入れて画面
上の指示に従いま
す。ライセンス番号
が必要です。

3.	 DVDを取り出し、通
信リード線でロガー
をパソコン上のUSB
ポートに接続しま
す。ロガー上の赤
LEDが5回点滅する
はずです。その後ド
ライバは自動インス
トールされます。



Insight Furnace Tracker®ソフトウェアの主要な機能

ロガーリセット
プロファイル実行前にデータ収集パラメータを設

定： サンプリング間隔、トリガモードと実行モード（単一又
は複数実行）（p. 1参照）。

データダウンロード
実行後、収集された温度データをロガーからパソコ

ンに転送します（p. 1参照）。

ウィザード
ウィザードは各種操作をステップバイステップで案

内してくれます。
•• 新規プロセス、新規ファ
ーネス、製品又はレシピ
をセットアップします
•• 新規トレランスカーブを
作成しデータと比較しま
す
•• ロガーをリセットします
•• データをダウンロードし
ます

•• 統計プロセス制御を使っ
てプロファイル結果から
傾向を発見します
•• 印刷レポートのテンプレ
ートを作成し必要に応じ
てカスタマイズされたレ
ポートを作成できます。

結果保存
将来の使用のためにプロファイリング実行の

結果をパックファイルとして保存します。

レポート印刷
データとその分析の詳細なレポートを印刷します。

レポートをカスタマイズするには、[ファイル]＞[印刷オプシ
ョン]を選択します。

パックファイルタブ 複数プロファイルを開
いたり切替えたりします

可動分割バー  
どのくらいの画面をグラフ又はデ
ータに充てるかを選択します分析ウィンドウ  

タブで分析モードを指定し
ます（p. 3参照）。赤いセル
中のデータはトレランスを

超えています

メモ コメントを追加します 
（[編集]＞[メモ]を選択）分析オプション  

現在の分析モードのパラメ
ータを指定します（p. 3参

照）

プローブ名の編集

プローブツールバー プローブをクリックし表示又
は分析から除去します

プローブウィンドウ プローブ位置を示す製
品写真を表示します （[プロセス]＞[プロセス
詳細]を選択）

ファーネスゾーンマーカ

マウス操作によるズーミング  
あるエリアをドラッグアウト

しズームインします。する
と、データグリッドと分析は
そのセクションのデータだ

けに適用します

アラーム  
「フェイル」はト
レランス外の分
析データ（p. 3参
照）又は実行中
の問題を示しま
す

パス

フェイル

結果のEmail転送
プロファイリング結果をEmailできます。Email受信

者がInsightソフトウェアを有しない場合、Emailに提供され
たウェブサイトから無料パックファイルビュ－ワ（Paqfile 
Viewer）をダウンロードして温度プロファイルを表示でき
ます。

マウス右クリック
グラフを右クックすると、常

用オプションのメニュー（下記の項
目を含む）を表示します。

オーバーレイ 異なった温度プロフ
ァイル及び/又はトレランスカーブを
同じグラフにオーバーレイし直接比
較できます。

ファーネススタートの調整 パック
ファイル中のファーネススタートの
マーカを位置付け直します。

コピー テキスト/スプレッドシート
データとしてパックファイルのデー
タをWindowsのクリックボードにエクスポートします。

ズーム 温度プロファイルのいろんな部分をズームしま
す。

ヘルプ
どのダイアログでも[ヘルプ]ボタンを押す

と、現在行っている操作に関する情報をアクセスできます。

これら及びその他の多くの機能の詳細
については、Insightのヘルプシステムを

参照してください
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各プローブの加熱と冷却速度
を計算し分析します。

各プローブの達した最小と最大温
度を分析します。

プロファイルにおける任意のポイントの
生温度データを表示します。

分析オプション

Bluetoothによるパソコンと
の通信

各分析モードにおいて、分析オプションボタン
（p. 2参照）をクリックし関連パラメータを選択
します。

分析とアラームの詳細なガイダンスについては、オンライ
ンヘルプシステムの「データ分析」を参照してください。

プロファイル中の任意の単一ポイントで最大
温度差を記録した二つのプローブのデータ。

トリガされたアラームの詳細： トレランス外
分析結果、ロガー過熱、低バッテリ又は無効な
測定値。

Bluetoothをイネーブルすると、p. 1の記述
どおりに通信リード線接続なしでロガーを
リセットしたりパソコンにデータをダウン
ロードしたりできます。

ただ忘れないでくれよ... Bluetoothがパワ
ーオンされておりかつ通信リード線が接続
されている場合は、リード線（Bluetooth
でなく）は優先的に使用されます。

温度プロファイルカーブと閾値温度の間
にある面積を計算し製品サイクル間の均
一性を確保します。
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指定温度に達した時の時間と、製品が
その温度またはそれ以上の温度に存
在した時間を計算します。

下記の場合Bluetoothは通信リード
線よりも便利です。
•• ロガーリセット。
•• ロガーからパソコンへのデータダ

ウンロード。
•• 短距離無線遠隔測定によるデー
タ収集。

これらの手順の詳細については、 
Datapaq TP3ユーザマニュアルと
Insightのヘルプシステムを参照してく
ださい。

パソコンとBluetoothのペアリング
通信前に、ロガーとパソコンを2つの
Bluetoothデバイスとしてペアリング
する必要があります。
1.	 通信リード線でロガーをパソコン

に接続せず、パソコンの近くにロ
ガーを置きます。

2.	Windowsのシステムトレイの   ア
イコンを右クリックし[設定を開く]
を選択します。[Bluetooth設定]ダ
イアログで、「Bluetoothデバイス
をこのコンピュータに接続させま
す」をチェックし[OK]をクリックし
ます。

3.	 Insightで、[ロガー]＞[セットアップ]
を選択し、[通信セットアップ]ダイ
アログを表示します。[検出]をクリ
ックし、Insightが近くの適切なロ
ガーを発見するまで待ちます。

4.	ダイアログの「Bluetooth」セクシ
ョン中のロガー名を選択し「ロガ
ー」セクション中の[テスト]ボタン
をクリックすると、通信可能なロ
ガーの名前はそこに表示されま
す。[診断]ボタンをクリックする
と、ダイアログは現在のプローブ
情報やその他のデータを表示する

ように拡大するはずで
す。[OK]をクリックしダイ
アログを閉じます。
ロガーとパソコンは今
ペアリングされており通
信する準備ができてい
ます。

Bluetoothのオン/オフ
Bluetooth通信が余分なバッテリ
消耗を引き起こすので、不使用の
場合それをオフにすべきです。
1.	 ロガーが通信リード線でパソ

コンに接続されているのを確
保します。

2.	 ‌[通信セットアップ]ダイアログ
で（上記参照）[テスト]をクリッ

クします。すると、関連ロガー
名が表示されます。

3.	 [Bluetooth]をクリックし
[Bluetoothセットアップ]ダイ
アログを表示します。

4.	 「Bluetoothをイネーブル」（オ
ンにする）又は「Bluetoothをデ
ィセーブル」（オフにする）をク
リックします。



バッテリ寿命の延長
データがダウンロードされていない場合は、ストップボタ
ンが押された5分後に、ロガーは自身をパワーダウンします
（すべてのLEDがオフ）。

NiMHバッテリの充電
1.	 充電器を電源にプラグインします。
2.	 充電器リード線をロガーの充電ソケットにプラグイ

ンします。

フル充電は一般的に2 時間未満（最大3 時間程度）でで
きます。バッテリ/充電状態はロガー上のカラーLEDで示
されます。

ロガーステータスLED

赤 緑 意味
赤と緑LEDは交互に5回点滅 ロガーリセット成功。

赤と緑LEDはサンプリング間隔で
交互に連続点滅 *

ロガートリガ待機中（多くの場合以下の状況を除き）。

赤と緑LEDは一緒に5 秒毎に連続
ダブル点滅

ロガーは複数実行モードで2番目又は後続の実行のためのスタ
ートボタントリガーを待っている（p. 1参照）。

オン サンプリング間
隔で点滅 *

ロガーはトリガ待機中、しかし1つ以上のイネーブルされた入力
チャネルは開路。

赤と緑LEDはサンプリング間隔で
一緒に点滅 ＊

全てのプローブがトリガ温度を上回っているので、データ記録
は上昇温度によりトリガできない（又は、下降温度トリガが設
定されている場合、全てのプローブはトリガポイントを下回って
いる）。温度トリガをリセットする（p. 1参照）。

オフ サンプリング間
隔で点滅 *

ロガーデータ収集中。

5回点滅 オフ 通信リード線とロガー間の接続済み。

5秒毎に点滅 オフ ロガーのメモリに未ダウンロードデータがある （ロガーは5 分
後又は（Bluetoothがオンの場合）30分後パワーオフ）。

毎秒2回の速い
点滅

オフ ロガー過熱で記録開始不能（スタートボタンを押してから）。

 * 点滅間隔は実際0.5～5 秒間に落ちます。

バッテリステータスLED

黄 緑/赤 意味
オフ オフ バッテリは少なくともフル充電量の

20%を有する（充電器未接続）。

1秒毎に点滅 オフ 低バッテリ（充電器未接続）。

オフ 赤 バッテリ充電中。

オフ 緑 充電完了（充電器接続）。
他のLED組み合わせについては、ロガーのユーザマニュアルを参照し
てください。

バッテリとLED TP3の使用と仕様の詳細につい
ては、ロガーのユーザマニュアル

を参照してください。

ロガーをパワーアップす
るには、通信リード線を
プラグインし又は（プロフ
ァイリング実行を開始す
るには）スタートボタンを
押します。ロガーメモリに
未ダウンロードデータが
残っている場合、スタート
ボタンを押すと、新しい
実行が始まったり、デー
タが削除されたりするこ
となく、ロガーがパワーア
ップされます。その後、赤
LEDは5 秒毎に点滅し、
データをダウンロードす
るよう促します。複数実
行モード（p. 1参照）で10
未満の実行が行われた場
合、スタートボタンは記録
を開始します。

手動でロガーをパワーダ
ウンするには、ストップと
スタートボタンを同時に
5 秒間長押しします。
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アルカリ単三バッテリの交換
1.	 ロガーがパワーオフされていることを確保します（下記参

照）。
2.	 ロガーの側面におけるバッ

テリコンパートメントドア固
定用シングルネジを外しま
す。

3.	 ロガーを回し古いバッテリを
一つずつそのハウジングか
らスライドアウトします。

4.	 極性に注意しながら新しいバッテリを1つずつそのハウジン
グにスライドインします。

5.	 バッテリコンパートメントドアをそのねじで固定します。

バッテリステータスLED
黄と緑/赤

ロガーステータスLED
赤と緑
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